
宇都宮共和大学の地域社会連携・地域貢献ポリシー 

                 

宇都宮共和大学は、須賀学園の教育理念を踏まえ、大学の目的として、「時代の潮流

と社会の要請を見極め、常に知識と能力を向上させるとともに大学を地域社会における

知的交流の場とし、さらに経済、教育、文化の振興と社会の向上に貢献できる人材を育

成することを目的とする」(学則第 1条)と定めている。 

宇都宮共和大学は、栃木県内に 3 つのキャンパスと活動拠点を有しており、学園の

100 年を超える伝統を生かしながら、絶えず「まち」、「ひと」に視点を当て栃木県央を

中心とする北関東圏の「地域社会」の経済、教育、文化の向上と発展のために貢献する

ことを目的とする大学である。 

 

この目的を達成するために、本学は、「社会連携・社会貢献に関する方針」を次の通

り定める。 

 

１．目的と使命  

本学は、地域社会と連携し、時代の要請に応え、将来地元で地域社会の発展に貢献

し、活躍できる人材を養成することに努める。 

 

２．産学官の連携 

本学は、企業、自治体、各種団体・組織、市民等と積極的に連携し、地域社会の発

展に貢献できるように努める。 

 

３．地域活動の拠点 

本学は、本学の有する教育・研究資源を積極的に地域社会へ提供し、地域の教育・

文化活動の拠点となるよう努める。 

 

４．地域貢献活動への支援 

本学は、教職員・学生が、研究・教育の成果を地域社会に発信する活動及び教職員・

学生が地域の活動や行政施策の助言者等として参画することを積極的に支援する。教

職員は、「宇都宮共和大学コンプライアンス規程」の重要性を認識し、高い倫理観を持

って行動する。 

  

 


